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1. 機能概要

機
能
機能(大分類) 機能(中分類) 概要

無
料

送信時の再確認

送信時の宛先確認
メール送信ボタン押下時に、再度、送信するべき宛先が正しいかどうかを確認するため
のダイアログ表示をする。

社外送信時の宛先強調表示
メール送信ボタン押下時に、再度、送信するべき宛先が正しいかどうかを確認するため
のダイアログ表示をするが、特に、社外宛ての送信先については強調して注意喚起する。

添付ファイル確認

添付ファイルの開封確認
メール送信ボタン押下時に、送信するメールに添付ファイルがある場合は、添付ファイル
を一度開くようにする。

添付ファイル忘れ確認
送信するメール本文に”添付"と記載があるのに、ファイルが添付されていない場合は、
添付ファイル忘れの注意喚起をする。

zipファイルのパスワード確認
送信するメールに、zip形式の添付ファイルがある場合は、そのzipファイルがパスワード付
きであるかどうかを確認する。パスワード付きでない場合は、送信できないようにする。

有
料

誤送信防止AI機能
宛先間違いの確率が高い宛先の
確認

宛先間違いを自動的に検出し、その宛先が正しいかどうかを注意喚起する。
※宛先間違いの自動検出は、メール本文や宛先の組み合わせから複合的に判断し検
出している。

カスタマイズ機能

特定文言を含むメールをブロック
特定文言を本文に含むメールを、特定の宛先以外に送信する場合、その文言が含ま
れていて良いかどうかを注意喚起する。

送信メール一時保留設定確認
「オプション」→「詳細設定」→「送受信」→「接続したら直ちに送信する」設定がONの
場合、送信できないようにする。設定がOFFであれば、間違えて送信してしまった場合
でも、送信の取り消しができるため。

オートコンプリート禁止設定確認
「オプション」→「メール」→「メッセージの送信」→「[宛先]、[CC]、[BCC]に入力する時
にオートコンプリートのリストを使用して名前の候補を表示する」設定がONの場合、送
信できないようにする。オートコンプリート機能が誤送信の原因となり得るため。
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1. Q-MailCheck.zipを解凍し、フォルダ内の「
setup.exe」を起動する

2. インストール

詳細情報から「実行する」を選択する
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2. インストール
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3. アンインストール

方法1: 「setup.exe」を起動する
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方法2: 「アプリと機能」からアンインストール

– Windowsの「設定」→「アプリと機能」

– 「Qualtec Q-MailCheck」を探して、アンインストー
ルしてください

3. アンインストール
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4. アドインを無効にする

方法1: 「COMアドインの管理」から無効にする

Outlookの「ファイル」から「COMアドインの管理」
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4. アドインを無効にする

方法2: 「COMアドインの設定」から無効にする
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無効にしたい場合は、チェックを外す有効にしたい場合は、チェックをする



3. 30分程待つ

1. このマークを押す

2. 「AI機能ON」ボタンを押す

5. AI誤送信防止機能をONにする

AI誤送信防止機能用のデータベースを構築する
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5. AI誤送信防止機能をONにする

4. 「OK」を押す

5. 完了

AI誤送信防止機能用のデータベースを構築する
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AI誤送信防止機能がONの状態

5. AI誤送信防止機能をONにする

AI誤送信防止機能がOFFの状態
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データベースを作り直したい時は、下記ファイルを削除してください
– C:¥Users¥○○¥AppData¥Roaming¥Microsoft¥Outlook¥Q-MailCheck_1.bin

– C:¥Users¥○○¥AppData¥Roaming¥Microsoft¥Outlook¥Q-MailCheck_2.bin

6. AI誤送信防止機能をOFFにする

「AppData」が表示されていない場合は、「エクスプローラーのオプション」から
「隠しファイル、隠しフォルダー、および隠しドライブを表示する」をONにする
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